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	多剤耐性菌

サルモネラ・チフィムリウムＤＴ104食中毒

平成１５年も全国で大変多くの食中毒が発生しました。その中で、事件の内容に特徴があり、今後記録に残る食中毒事件の一つとして、昨年９月に大阪府豊中市の仕出し店から配達された給食弁当による食中毒が考えられます。そこで、その概要についてお知らせします。

事件の概要

  平成１６年９月、大阪府豊中市の仕出し店から配達された給食弁当により食中毒が発生した。

摂食者数19,781名、発症者数358名、病因物質は多剤耐性菌のSalmonella Typhimurium DT104（以下DT104）、事業所及び幼稚園に配達していたが原因食品の提供日が異なっていた。配達先の保健所の調査に虚偽の報告をしていた。

特徴があった内容

１．摂食者数が極めて多い

    事業所：18,681名（配達先3,081施設） 幼稚園：1,100名（28施設）

２．保健所調査で、配達先虚偽の報告

    ２回にわたり、配達先のリストを隠蔽していた。探知（９月９日に大阪市から「幼稚園で給食弁当を食べて食中毒症状を呈した」との連絡。なお、５日には京都府から「弁当が原因とする有症事例の問い合わせ」があった）から全配達先把握（２５日）までに１６日間かかった。

営業者は虚偽の理由として「客に事故を知られたくなかった」と答えている。

    配達先把握の推移：11日事業所約1,400施設・幼稚園24施設、 12日事業所約2,000施設・幼稚園28施設 、19日新たに事業所1,042施設判明 、25日新たに事業所89施設判明

３．検食の一部を捨てていた

条例で調理品を２週間以上冷凍保存するように定められているが、一部を捨てていた。

事業所弁当の８月27日～９月２日までの保存食46検体、幼稚園弁当の９月1日～５日までの保存食40検体、施設の拭き取り10検体からはサルモネラは不検出であった。

４．病因物質は多剤耐性菌のSalmonella Typhimurium DT104

    患者から分離されたSalmonella Typhimuriumの５株について、パルスフィールド・ゲル電気泳動による遺伝子解析を行ったところ、全ての株が同一の泳動パターンを示した。また、薬剤感受性試験ではアンピシリン、ストレプトマイシン、テトラサイクリン、クロラムフェニコールに耐性を示す多剤耐性菌であった。国立感染症研究所でファージ型別を検査したところ、全てDT104であった。

毎年DT104による食中毒は散発事例として発生しているが、大型の食中毒事件はなかった。我が国において、欧米（CDC：米国では2000年に５つの抗生物質に耐性を持つサルモネラが１１％であった）と同様に多剤耐性菌の事件が増えてくると考えられる。

５．弁当により原因食品の提供日が異なる

    発症状況から、原因食品は事業所弁当９月１日、幼稚園弁当９月４日が疑われた。

（笈川：調理場が継続的に汚染されていたか、従業員による汚染と考えられる）

参考文献：病原微生物検出情報，Vol.25 No.4，6-7

             大阪府報道提供資料，９月１１日から３０日までの１３報

            新聞記事，９月１２日から１０月２日まで
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